





































































































した蔵書票 数から割り出したものであり、したがって製本されていない逐次刊行物（雑誌など） ・パンフレット・抜刷などの小冊子 各一冊として数えた結果である。この中には同一または隣接した主題、さらには関連を欠く主題の図書資料を保存 便宜上合綴 て一冊としたも がおびただしい数にのぼっているので、実質的には二万四〇〇〇～五〇〇〇冊の蔵書数と考えられる。
収集はいうまでもなく渋沢敬三氏によって行なわれたのであるが、その経路を蔵書印などから推測する









































































百人一首の「絵」というと、かるた 読み札に描かれてい 人物像を思い浮かべる人 多いであろう。しか

















































































































































作者の姿絵、いわゆ 歌仙絵が歌の順序に従って本紙半丁の下半分に淡彩を付して刷られているものである。百人一首研究の分類 は、百人一首絵に分類されるものであろうが、一般的には、百人一首 に分類されているものには百人一首「歌」が併せて書 。まったくの絵のみというものは、管見に入った限りでは見当たらないようである。たとえば、湯澤賢之助氏の労作『近世出版百人一首書目集成』 （注
7参照）は、 「 『百










げ、 （中略）主に女子を対象とした教養の内容が近世期という時代の中でどのように変化していったかを考察する」にあたり、絵入百人一首を以下のように定義している。すなわち、 「ここでい 『絵入百人一首』版本とは、写本や注釈書 書道用手本を除いた、江戸時代に出版された「百人一首の歌・作者名・作者絵」 」を載せたものをいう。一応書道の手本の体裁を取りながら、歌人の肖像画を入れ、上段に小さな作品や教訓をなどを掲載してい 一方で、百人一首の歌に関して注釈や訳文を付さな のが普通である」という説明である。とすれば、本資料は、 「絵入 」の定義からもずれること なる。
題箋には「鳥井清長画」とある。奥書もなく無刊記のため、その当否も不明である。狭い範囲の調査ではあ































歌仙画帖」 （国立東京博物館蔵） 図様等も適宜参照しながら比較することで、本資料 特徴を探ってみたい。
天智天皇本資料の 智天皇像は、繧繝縁の畳に垂纓束帯姿ですわり、御簾が胸のあたりまで巻き上げられている図様
である。御簾をとおして顔がはっきり見える。顔はやや左向きである。
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｢ 像讃抄」 「光琳かるた」 「任天堂かるた」等は見返り美人姿である。そうし















ているものもあるが、他の四点のように異なる図様を有するものもあった。稿者の粗粗 調査（素庵本・像讃抄本・光琳かるたとの比較）によれば、本資料は、 の左右の反転等も含め と全体としては約半数が伝統的図様の踏襲であ 。しかし、個々にみてく と、天皇には御簾が描かれ （御簾は途中まで巻き上げられている。顔は透けて見える ）こと、儀同三司母が立膝のように描 れ ことなど、他資料とは異なる特有の図様もみられる。すなわち、本資料の図様 は伝統的図様の踏襲もみら が、独自の図様のものもあり、種々の系統の図様が混在し いることがう がわれ
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流経法学　第11巻 第 2 号
天皇ほどさまざまな姿に描かれている人物は他にいません。 」 （一〇二頁）と指摘する。以下、本項目の吉海氏の指摘は同書による。
注
（（　
岩坪健氏
　「源氏絵における几帳の役割について―国宝源氏物語絵巻と土佐派、版本」 『平安文学の新研究―物語絵と古筆
切を考える』新典社
　
平成十八年
注
（（　
久下裕利氏
　
注
（に同じ。
補記
　
 本稿作成にあたり、百人一首について故井上宗雄氏と寺島恒世氏にご教示賜った。また、資料閲覧及び祭魚洞文庫について流通経済大学図書館と本学図書館職員宮本二三子氏・石坂正男氏にお世話になった。記して深謝申し上げる。
